
 

 

階層別選択研修（共同）        

研修名 

中級【法律・経済分野】 受講者の声 

民法 

私法の基本となる民法について、事例を交えて説明

していただき、同法の入門研修として大変分かりやす

かったです。また、長時間の研修でしたが、動画研修

のため自分のペースで受講できました。 

講 師 
埼玉大学   

准教授 江口
え ぐ ち

 幸治
こ う じ

  

実施日数・時間 計２６時間程度 

手 法 動画研修 

会 場 各所属ほか 

市町村研修コード 201 

ねらい 
民法の仕組みや考え方について理解を深めるとともに、最新の改正状況等を学び、自治

体職員としての職務遂行能力の向上を図ります。 

対象者 

【県】次のいずれかに該当する職員 

 ・令和２年４月１日以前に採用された主事・技師・主任級の職員 

 ・令和４年４月１日以前に採用された主事・技師・主任級の職員で、 

  令和５年４月１日現在２５歳以上の職員 

【市町村】主任級以下の職員 

実施日 研修生に別途通知 

予定人員 県５０人・市町村１００人 

学    習    計    画 

カリキュラム 
動画時間数 

内    容 
時 分 

総則 
 
 
 

6 30 ・民法の意義、沿革、基本原則 

・権利能力、法律行為、時効ほか 
 
 
 

物権 
 
 
 

6 30 ・総則（物権変動と対抗要件） 

・占有権、所有権、抵当権ほか 
 
 
 

債権 
 
 
 
 

6 30 ・総則（効力、譲渡、消滅） 

・契約 

・事務管理、不当利得、不法行為ほか 
 
 

親族 

 

 

相続 
 

6 30 ・親族（婚姻、親子、親権、後見ほか） 

 

 

・相続 
 
 

特記事項 

・県職員：人事委員会事務局が実施する主査級昇任試験の受験要件となる選択研修です。 

県職員のみ受講後は研修効果確認レポートの提出が必要です。 

 

 



 

 

階層別選択研修（共同）        

研修名 

中級【法律・経済分野】 おすすめポイント 

行政法 

行政法を初めて学習する方にも分かりやすいよう、

判例や身近な事例を交えた講義となっています。自治

体職員として職務を行う上で理解しておくべき知識

について、基礎から学ぶことができます。 

講 師 

弁護士 

立命館大学法学部 

教授 田中
た な か

 良
よし

弘
ひろ

  

実施日数・時間 計１９時間３０分程度 

手 法 動画研修 

会 場 各所属ほか 

市町村研修コード 202 

ねらい 
 行政法の基礎を学ぶとともに、具体的な事例を取り上げながら法的に問題となる点につ

いて考えることにより、行政法の理解を深め、実務に役立つ知識を身に付けます。 

対象者 

【県】次のいずれかに該当する職員 

 ・令和２年４月１日以前に採用された主事・技師・主任級の職員  

 ・令和４年４月１日以前に採用された主事・技師・主任級の職員で、 

  令和５年４月１日現在２５歳以上の職員 

【市町村】主任級以下の職員 

実施日 研修生に別途通知 

予定人員 県１５０人・市町村１５０人 

学    習    計    画 

カリキュラム 
動画時間数 

内    容 
時 分 

行政法の基礎 

行政法の基本原理／一般原則 

行政の行為形式 

行政裁量 

6 30 ・行政法とは何か？ 

・法律による行政の原理／平等原則 等 

・行政行為／行政契約／行政指導 等 

・裁量とは何か？／裁量の範囲 

行政の実効性確保 

行政手続 

6 30 ・代執行／行政上の強制徴収／即時強制 等 

・申請に対する処分 

・不利益処分 

・届出／行政指導／意見公募手続 

行政救済法 

行政事件訴訟法 

行政不服審査法 

国家賠償法 

6 30 ・行政救済に関する法的仕組みの全体像 

・行政事件訴訟法の概要 

・行政不服審査法の仕組みと手続の流れ 

・国家賠償法の概要と具体的事例 

特記事項 

・県職員：人事委員会事務局が実施する主査級昇任試験の受験要件となる選択研修です。 

県職員のみ受講後は研修効果確認レポートの提出が必要です。 

 

 

  



 

 

階層別選択研修（共同）        

研修名 

中級【法律・経済分野】 受講者の声 

簿記入門と公会計 

簿記に関して本当に初心者でしたが、短期間でも覚

えやすく身につきやすい講座をしていただきました。

独学では短期間でここまで覚えることはできません。

講師の方の熱意が良く伝わる研修です。 

講 師 
日本ビジネスドック（株） 

関口
せきぐち

 康
やす

尚
なお

 

実施日数・時間 ２日間 

手 法 通所研修 

会 場 自治人材開発センター 

市町村研修コード 203～204 

ねらい 

複式簿記の基礎、財務諸表の見方、決算書を読みこなす能力を実践的に学ぶとともに、

行政職員に求められるコスト意識や経営感覚を身に付けます。また、地方公共団体の公会

計制度についても学びます。 

対象者 

【県】次のいずれかに該当する職員 

 ・令和２年４月１日以前に採用された主事・技師・主任級の職員  

 ・令和４年４月１日以前に採用された主事・技師・主任級の職員で、 

  令和５年４月１日現在２５歳以上の職員 

【市町村】主任級以下の職員 

実施日 ① 8/25(金)・8/28(月) ②12/11(月)・12/12(火) 

予定人員 県８０人・市町村８０人（各回 県４０人・市町村４０人） 

学    習    計    画 

日程 カリキュラム 
時間数 

内    容 
時 分 

１日 

9:00 

～  

16:30 

簿記会計の仕組み 

 

 

 

6 30 ・簿記システムの理解 

・簿記上の取引の認識 

・取引から仕訳までの流れ 

・仕訳から元帳までの流れ 

・元帳から決算書までの流れ 

・決算書から組織をイメージする 

２日 

9:00 

～  

16:30 

複式簿記を活用する 

 

 

 

 

 
複式簿記を公会計に活かす 

6 30 ・複式簿記と財務的思考力 

・決算書の分析その１ 

 貸借対照表の様式、貸借対照表の分析 

・決算書の分析その２ 

 損益計算書の様式、損益計算書の分析 

 

・公会計の概要を知る 

・財務４表の作成 

・財務４表の分析 
・行政経営のイメージ 

特記事項 

・県職員：人事委員会事務局が実施する主査級昇任試験の受験要件となる選択研修です。 

県職員のみ受講後は研修効果確認レポートの提出が必要です。 

・研修で使用しますので、各自電卓をお持ちください。 

 

 



 

 

階層別選択研修（共同） 

研修名 

中級【法律・経済分野】 おすすめポイント 

データ利活用入門 

～データの力を業務の味方に！～ 

「データには合意形成を進める力がある」など、行政

にデータ利活用が必要な理由をわかりやすく学ぶとと

もに、サンプルデータを用いて実際に操作しながら、ピ

ボットテーブルや Power Query など Excel によるデー

タ分析のコツをつかむことができます。 

講 師 

(一社)リンクデータ 

代表理事 下山
しもやま

 紗代子
さ よ こ

 

実施日数・時間 計４時間３０分程度 

手法 動画研修 

会場 各所属ほか 

市町村研修コード 205 

ねらい 

地方自治体の課題解決のために必要なデータ利活用の意義や必要性を知るとともに、

保有しているデータを有効に活用し、行政サービスの向上や政策の立案に役立てるため

の知識を習得します。また、事例等を通じて課題解決に向けたデータの横断的な活用方

法や分析方法についての理解を深めます。 

対象者 

【県】次のいずれかに該当する職員 

 ・令和２年４月１日以前に採用された主事・技師・主任級の職員 

 ・令和４年４月１日以前に採用された主事・技師・主任級の職員で、 

  令和５年４月１日現在２５歳以上の職員 

【市町村】主任級以下の職員 

実施日 研修生に別途通知 

予定人員 県１００人・市町村５０人 

学    習    計    画 

カリキュラム 
動画時間数 

内    容 
時 分 

講義編 

 

 

 

 

 

 

実践編 

 

 

 

 

 

 

4 30 ・データを使う必要性とメリット 

・合意形成を進めるためのデータ活用 

・政策立案のためのデータ分析プロセス 

・データ可視化の使いどころ 

・行政データの公開がもたらす社会的インパクト 

・活用しやすいデータ作りのポイント 

 

・表に含まれる各パーツの呼び方の確認 

・表形式データの「タテ持ち」と「ヨコ持ち」の違い 

・ピボットテーブルとピボットグラフを使いこなす 

・e-Statを使った統計データの探し方 

・Power Queryを使った複数データの結合 

・覚えておくと便利なExcel小技 

 

 

 

 

 

 

特記事項 

・県職員：人事委員会事務局が実施する主査級昇任試験の受験要件となる選択研修です。 

県職員のみ受講後は研修効果確認レポートの提出が必要です。 

・J-LIS（地方公共団体情報システム機構）が R4.8.22～R5.2.28 に実施した e ラーニン

グ「データ利活用入門セミナー」と同内容です。 

 



 

 

階層別選択研修（共同）        

研修名 

中級【法律・経済分野】 おすすめポイント 

ＳＤＧｓ実現に向けた 

施策立案手法を学ぶ 

～ナッジ理論・経済的手法の活用～ 

ＳＤＧｓに係る施策の実効性向上のためには、住民や企業

等の対象者をモチベートするアプローチが役立ちます。本研

修では、対象者に行動変容を促すナッジ理論や経済的手法を

活用した施策立案について学びます。 

講 師 

（株）パパラカ研究所  

代表取締役社長 山根
や ま ね

 承子
しょうこ

 

実施日数・時間 計３時間程度 

手 法 動画研修 

会 場 各所属ほか 

市町村研修コード 206 

ねらい 
ＳＤＧｓ実現に向けて、ナッジ理論や市場メカニズム等の経済的手法など対象者に望ましい行動

を促す施策立案手法について、実例を通して学びます。 

対象者 

【県】次のいずれかに該当する職員 

 ・令和２年４月１日以前に採用された主事・技師・主任級の職員 

 ・令和４年４月１日以前に採用された主事・技師・主任級の職員で、 

  令和５年４月１日現在２５歳以上の職員 

【市町村】主任級以下の職員 

実施日 研修生に別途通知 

予定人員 県１５０人・市町村５０人 

学    習    計    画 

カリキュラム 
動画時間数 

内    容 
時 分 

自治体におけるＳＤＧｓ 

 

施策立案に向けた多様なアプローチ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＳＤＧｓ実現に向けた実例紹介 

 

 

実施における注意点と失敗例 

3 00 ・ＳＤＧｓと施策 

 

・人間の合理性の捉え方の違い（パターナリズム、リバ 

タリアニズム、リバタリアンパターナリズム） 

・リバタリアンパターナリズムに基づくアプローチ： 

ナッジ理論 

・経済学的なアプローチ：制度設計(市場メカニズム等) 

・インセンティブを与える、ペナルティを与えるとは 

どういうことか 

・どのアプローチが適しているか？ロジックモデルから 

整理してみよう 

・理解度チェック 

 

・効果的な事例：自主取組み、ナッジ、制度設計等 

・それぞれのメリット、デメリット、活用場面 

 

・ナッジと国民性、ナッジは受け入れられているのか 

・ナッジのよくある誤解 

・ナッジ、インセンティブ設計の失敗例 

・悪いナッジ「スラッジ」 

・倫理面の配慮：効果検証を行う際の注意点 

特記事項 

・県職員：人事委員会事務局が実施する主査級昇任試験の受験要件となる選択研修です。 

県職員のみ受講後は研修効果確認レポートの提出が必要です。 

 

 



 

 

階層別選択研修（市町村）        

研修名 

中級【法律・経済分野】 受講者の声 

地方自治法Ａ 

（基本編） 

条文や法解釈をわかりやすくかみ砕いて説明して

いただき、その全体像を理解できました。限られた時

間の中で、業務上押さえておきたい事柄を優先的に学

べました。 

講 師 

（株）東京リーガルマインド 

諸坂
もろさか

 佐
さ

利
とし

 

実施日数・時間 計８時間程度 

手 法 動画研修 

会 場 各所属ほか 

市町村研修コード 207 

ねらい 
自治体職員として身に付けるべき基礎的な法律知識である地方自治法を学び、地方自治制

度の意義や地方分権改革により求められる地方公共団体の役割について理解を深めます。 

対象者 主任級以下の職員 

実施日 研修生に別途通知 

予定人員 市町村２００人 

学    習    計    画 

カリキュラム 
動画時間数 

内    容 
時 分 

地方自治のすがた 
 
地方公共団体の骨組み 
 
地方公共団体の事務・権能 
 
自治立法 
 
住民の権利 
 
地方公共団体の機関 
 
地方財政 
 
公の施設 
 
国および他の普通地方公共団体との関係 
 
地方公営企業法 
 
地方財政法 
 
問題演習 
 

8 00 ・日本国憲法と地方自治 
 
・地方公共団体の種類 
 
・自治事務と法定受託事務 
 
・条例 
 
・直接民主制 
 
・長と議会の関係 
 
・財政と会計 
 
・指定管理者制度 
 
・国または都道府県による関与 
 
・地方公営企業の経営 
 
・地方債 
 
・解答・解説 

特記事項 

 

 

 

 

 



 

 

階層別選択研修（市町村）        

研修名 

中級【法律・経済分野】 受講者の声 

地方自治法Ｂ 

（事例研究編） 

法律を作った立法者の立場や、影響を受ける人の立

場から法律の考え方を学ぶことが出来ました。難しい

内容ではありましたが、わかりにくいところは事例を

交えながら説明してくださり、法律用語の解説なども

丁寧だったので非常にわかりやすい講義でした。 

講 師 
中央大学法科大学院 

教授 土田
つ ち だ

 伸也
し ん や

  

実施日数・時間 ４日間 

手 法 通所研修 

会 場 自治人材開発センター 

市町村研修コード 208 

ねらい 
地方自治法の仕組みについて理解を深めるとともに、解釈運用上の重要な課題と対応、

新たな制度について学び、自治体職員としての職務遂行能力の向上を図ります。 

対象者 

主任級以下の職員 

※ただし、地方自治法の基本的な知識を確認しながら、事例問題を通じて実践的に地方自

治法の理解を深めたい職員とする。 

実施日 10/26(木)・10/27(金)・11/2(木)・11/9(木) 

予定人員 市町村７５人 

学    習    計    画 

日程 カリキュラム 
時間数 

内    容 
時 分 

１日 

9:00 

～  

16:30 

地方自治の基礎 

 
6 30 ・地方自治と法 

・地方公共団体の種類 
・地方公共団体の組織 
・演習 

２日 

9:00 

～  

16:30 

地方公共団体の事務と自治立法
権 

6 30 ・地方公共団体の事務 
・自治立法 
・演習 

３日 

9:00 

～  

16:30 

国と地方公共団体及び地方公共
団体相互間の関係 

6 30 ・関与の仕組み 
・紛争処理の仕組み 
・地方公共団体相互間の協力 
・演習 

４日 

9:00 

～  

16:30 

住民からの作用 6 30 ・住民による直接請求と監査制度 
・住民訴訟 
・住民投票 
・演習 

特記事項 

・参考図書（講義内容を深めるために、事前学習や復習に最適な図書です。） 

【入門書】板垣勝彦 著『自治体職員のためのようこそ地方自治法（第３版）』（第一法

規） 

【概説書】猪野積 著『地方自治法講義（第５版）』（第一法規） 

 

 



 

 

階層別選択研修（市町村）                  

研修名 

中級【法律・経済分野】 受講者の声 

地方公務員法Ａ 

（基本編） 

地方公務員として習得しておくべき内容を具体的

な事例や他市町村の例規を取り上げ、要点を絞って丁

寧に説明していただいたのでとても理解しやすかっ

たです。動画研修なので見返せることも魅力でした。 

講 師 
神奈川大学 

教授 出口
で ぐ ち

 裕明
ひろあき

 

実施日数・時間 計６時間３０分程度 

手 法 動画研修 

会 場 各所属ほか 

市町村研修コード 209 

ねらい 
 自治体職員として身に付けるべき地方公務員法について、職種や業務内容にかかわらず役

立つ内容を中心に、具体的事例を通じて基礎から学びます。 

対象者 主任級以下の職員 

実施日 研修生に別途通知 

予定人員 市町村１５０人 

学    習    計    画 

カリキュラム 
動画時間数 

内    容 
時 分 

制度の概要 

 

 

 

任用と離職 

 

 

 

公務秩序の維持 

 

 

分限と懲戒 

 

勤務条件 

 

労働基本権 

 

職員の権利保護 

 

6 30 ・地方公務員制度の概要と種類 

・任命権者 

・公平委員会 

 

・地方公務員の任用と制限 

・公益的法人等への職員派遣 

・離職 

 

・法令等及び上司の職務上の命令に従う義務、 

秘密を守る義務、政治的行為の制限 等 

 

・分限処分と懲戒処分 

 

・給与、勤務時間及びその他の勤務条件 

 

・労働基本権の制限 

 

・措置要求と不利益処分に関する審査請求 

 

特記事項 

 

 

 

 



 

 

階層別選択研修（市町村）        

研修名 

中級【法律・経済分野】 受講者の声 

地方公務員法Ｂ 

（事例研究編） 

午前中に講義、午後に講義を踏まえたグループ演習

というカリキュラムになっており、講義内容をその日

のうちに復習することができ、理解しやすかったで

す。また、知識を蓄えるだけでなく、深めることがで

きるので非常に効果的だと思いました。 

講 師 

中央大学法科大学院 

教授 土田
つ ち だ

 伸也
し ん や

  

実施日数・時間 ３日間 

手 法 通所研修 

会 場 自治人材開発センター 

市町村研修コード 210 

ねらい 
 地方公務員法の基本理論と制度について理解を深め、最新の改正状況等を学び、自治体職

員としての職務遂行能力の向上を図ります。 

対象者 

主任級以下の職員 

※ただし、地方公務員法の基本的な知識を確認しながら、事例問題を通じて実践的に 

地方公務員法の理解を深めたい職員とする。 

実施日 7/14(金)・7/25(火)・7/28(金） 

予定人員 市町村６０人 

学    習    計    画 

日程 カリキュラム 
時間数 

内    容 
時 分 

１日 

9:00 

～  

16:30 

地方公務員と法 
勤務関係の成立と変動 
勤務関係の消滅 
 

 

6 30 ・地方公務員に関する法体系 
・人事機関、地方公務員の任用、成績主義 
・懲戒処分、分限処分 

 

・演習 

２日 

9:00 

～  

16:30 

勤務条件 

地方公務員の義務 

 
 

  ・給与、勤務時間その他の勤務条件 

・法令等及び上司の職務上の命令に従う義務、

信用失墜行為の禁止、秘密を守る義務、政治

的行為の制限、兼業の禁止 

 
・演習 

３日 

9:00 

～  

16:30 

地方公務員の義務 

地方公務員の責任と権利 

地方公務員の救済制度 
 

6 30 ・地方公務員の労働基本権の制限、争議行為の

禁止、団結権及び団体交渉権 

・地方公務員の民事上・刑事上・行政上の責任 

・地方公務員の諸権利 

・地方公務員を救済する制度の体系 

 
・演習 

特記事項 

・参考図書（講義内容の理解を深めるために、事前学習や復習に最適な図書です。） 

 猪野積 著『地方公務員制度講義（第８版）』（第一法規） 

 

 

  



 

 

階層別選択研修（共同）        

研修名 

中級【コミュニケーション分野】 受講者の声 

プレゼンテーション研修 

～口頭・書面・パワーポイントの3領域から～ 

資料作成のコツを教えてもらった上で実際

にプレゼン資料を作り、自分で発表するだけで

なく、他の受講者の発表も聴くことで様々な方

法を知ることができました。 

講 師 

オフィスＪ．コーポレーション 

村瀬
む ら せ

 順
じゅん

 

実施日数・期間 ２日間 

手 法 オンライン研修 

会 場 各所属ほか 

市町村研修コード 211～214 

ねらい 

対面でもオンラインでも聞き手が理解できる「伝わる」プレゼンテーションを行い、期待

する意思決定を促すために必要な能力を身に付けます。具体的には、「効果的で説得力のあ

る話し方」や、一読で全体像を把握できる「１枚型の企画説明資料の作り方」、さらにＤＸ

が推進される現代における「課題解決型提案のパワーポイントによるスライド化」など、口

頭・書面・パワーポイントの３領域におけるプレゼンテーションのポイントをオンラインで

学びます。 

対象者 

【県】次のいずれかに該当する職員 

 ・令和２年４月１日以前に採用された主事・技師・主任級の職員 

 ・令和４年４月１日以前に採用された主事・技師・主任級の職員で、 

  令和５年４月１日現在２５歳以上の職員 

【市町村】主任級以下の職員 

実施日 
① 7/20(木)・7/21(金)  ② 8/ 3(木)・ 8/ 4(金) 

③ 9/26(火)・9/27(水)  ④10/24(火)・10/25(水) 

予定人員 県１００人・市町村６０人（各回 県２５人・市町村１５人） 

学    習    計    画 

日程 カリキュラム 
時間数 

内    容 
時 分 

１日 

9:00 

～  

16:30 

基礎講義 
 
プレゼンテーションの大原則 
 
効果的な話の組み立て 
（説明能力向上のポイント） 
 
口頭プレゼンテーション演習 
 
 
政策プレゼンテーションのポイント 
 
 
 
説明資料におけるグラフ、図表類の活用
の仕方 
 
 
事業案を文書化する際の筋道 
（パワーポイントスライド作成にも通じ
る１枚型説明資料作成のポイント） 

 

6 30 ・プレゼンテーションと説明責任 
 
・レディネスの把握、情報の視覚化 
 
・ＳＤＳ法とWhole-Part法、話のスピー

ド 
 
・住民説明会を意識した３分間の口頭プ

レゼンテーション練習 
 
・政策の計算式、ネガティブの解消型と

ポジティブの拡大型、原因と対策をつ
なぐ糸 

 
・横棒と縦棒、円グラフと帯グラフの使 

い分け 
 
 
・リードの役割、ＡＩＤＭＡの法則、視 

線誘導 

 



 

 

２日 

9:00 
～  

16:30 

パワーポイントによる資料作成とオンラ
インプレゼンテーションの留意点 
 
 
 
パワーポイントによるプレゼンテーショ
ン演習 
 
 
 
 
 
研修総括 
 

6 30 ・１枚のスライドの平均説明時間 
・アニメーションの考え方 
・デザイン・配色に凝るなら内容に凝れ 
 
 
・パワーポイントによる説明用スライド 

の作成 
・作成した説明用スライドを用いたプレ 

ゼンテーション練習（Zoomの画面共有 
を使用） 

 
 
・質疑応答・講評 

特記事項 

・事前課題があります。 

・事前課題を基に企画説明資料を作成し、プレゼンテーション演習を行います。 

・研修受講に当たっては、パワーポイントの基礎を理解しておくことが必要です。 

・パワーポイントを使用できるパソコンを受講生１人につき１台、必ず御用意ください。 

・県職員：人事委員会事務局が実施する主査級昇任試験の受験要件となる選択研修です。 

県職員のみ受講後は研修効果確認レポートの提出が必要です。 

 

 



 

 

階層別選択研修（共同）        

研修名 

中級【コミュニケーション分野】 受講者の声 

自己表現力向上研修 

～アサーティブ・トレーニング～ 

自己のコミュニケーションについて客観的に見直

す契機となり、今後の業務におけるコミュニケーショ

ンについても改善すべき点が見つかったため、非常に

有意義な研修となりました。 

講 師 
（株）マネジメントサポート 

出川
で が わ

 景子
け い こ

 

実施日数・時間 ２日間 

手 法 通所研修 

会 場 自治人材開発センター 

市町村研修コード 215～216 

ねらい 

アサーティブの理論と技法（相手の立場を理解しつつ、自分の要望や提案を率直に、誠

実に伝え、問題の解決を図っていく実践的なコミュニケーションの力、対人関係スキル）

を学び、「率直に話し合いのできる関係づくり」ができる力を身に付けます。 

対象者 

【県】次のいずれかに該当する職員 

 ・令和２年４月１日以前に採用された主事・技師・主任級の職員 

 ・令和４年４月１日以前に採用された主事・技師・主任級の職員で、 

  令和５年４月１日現在２５歳以上の職員 

【市町村】主任級以下の職員 

実施日 ① 7/20(木)・7/21(金) ② 9/7(木)・9/8(金) 

予定人員 県３０人・市町村３０人（各回 県１５人・市町村１５人） 

学    習    計    画 

日程 カリキュラム 
時間数 

内    容 
時 分 

１日 

9:00 

～  

16:30 

自己のコミュニケーションの傾
向を知る 
 
コミュニケーションを豊かにす
る「話す力」 
 
コミュニケーションを豊かにす
る「聴く力」 

 

6 30 ・交流分析による自己理解 
・期待に応えるための行動変容 
 
・わかりやすく説得力のある話し方 
・相手の理解と共感を得るための話法 
 
・積極的傾聴の意義と効果 
・質問話法の種類と実際 

 

２日 

9:00 

～  

16:30 

アサーティブコミュニケーショ
ンの意義と効果 
 
アサーティブコミュニケーショ
ン実践 
（自己表現編） 
 
（他者受容編） 

6 30 ・３つのコミュニケーションスタイル 
・職場でどう活かすか 
 
・自分の意思の確立 
 
・自分の意思の表明 
 
・他者の尊重 
・協働作業としての会話展開 

特記事項 

・県職員：人事委員会事務局が実施する主査級昇任試験の受験要件となる選択研修です。

県職員のみ受講後は研修効果確認レポートの提出が必要です。 

 

 

 



 

 

階層別選択研修（共同）        

研修名 

中級【コミュニケーション分野】 受講者の声 

チームを支える！自分力向上 

～セルフエンパワーメント～ 

組織活動の中で主体性をいかに発揮させることが

大事なのか理解することができました。仕事をする上

でこれから自分が改善したほうがいいこと、参考にし

たいことが多くあり自分の成長に繋がる研修でした。 

講 師 

（株）ＴＡＳ 

高見
た か み

 千
ち

鶴
づる

 

実施日数・時間 ２日間 

手 法 通所研修 

会 場 自治人材開発センター 

市町村研修コード 217～219 

ねらい 
 上司の考えや組織の役割を理解した上で、チームの一員として、組織を主体的・自主的に

支えるような行動力について学びます。 

対象者 

【県】次のいずれかに該当する職員 

 ・令和２年４月１日以前に採用された主事・技師・主任級の職員 

 ・令和４年４月１日以前に採用された主事・技師・主任級の職員で、 

  令和５年４月１日現在２５歳以上の職員 

【市町村】主任級以下の職員 

実施日 ① 8/31(木)・9/1(金) ② 10/23(月)・10/24(火) ③ 11/30(木)・12/1(金) 

予定人員 県６０人・市町村６０人（各回 県２０人・市町村２０人） 

学    習    計    画 

日程 カリキュラム 
時間数 

内    容 
時 分 

１日 

9:00 

～  

16:30 

セルフエンパワーメントとは 

 

主体性を高めるための自己理解 

 

組織・上司からの期待の再確認 

6 30 ・セルフエンパワーメントの理解 

・チームを支える自分力の理解 

・自分の強み、弱みを知る 

・自らの意欲や能力を高める考え方を知る 

・組織からの期待を再確認する 

・上司からの期待を理解する 

２日 

9:00 

～  

16:30 

チームを支える問題発見力 

 

 

チームを支える協働力とフォロ

ワーシップ力 

 

 

チームを支えるコミュニケーシ

ョン力 

 
まとめ 

6 30 ・仕事で感じている問題の共有 

・問題と主体的に向き合い、解決策を考える 

 

・チームの現状把握 

・チームメンバーの良い点の見える化 

・自分ができるチームや他者への貢献 

 

・アイデアを引き出すコミュニケーション力 

トレーニング 

 
・行動目標と行動計画作成 

特記事項 

・事前課題があります。 

・県職員：人事委員会事務局が実施する主査級昇任試験の受験要件となる選択研修です。

県職員のみ受講後は研修効果確認レポートの提出が必要です。 

 

  



 

 

階層別選択研修（共同）        

研修名 

中級【コミュニケーション分野】 受講者の声 

説明力・聞く力向上 

～円滑なコミュニケーションのために～ 

この研修で、話の主導権を握っているのは話し手 

ではなく、実は聞き手であることを学びました。 

演習で講義内容を実践できたことで、少しの意識の

違いで説明に大きな変化が生まれることがわかりま

した。 

講 師 

（株）話し方研究所 

福田
ふ く だ

 賢司
け ん じ

 

実施日数・時間 ２日間 

手 法 通所研修 

会 場 自治人材開発センター 

市町村研修コード 220～223 

ねらい 
行政職員が相手のニーズに応える「コミュニケーション」を図るために、聞く力・伝え

る力を向上させるための手法や知識を学びます。 

対象者 

【県】次のいずれかに該当する職員 

 ・令和２年４月１日以前に採用された主事・技師・主任級の職員 

 ・令和４年４月１日以前に採用された主事・技師・主任級の職員で、 

  令和５年４月１日現在２５歳以上の職員 

【市町村】主任級以下の職員 

実施日 

①  9/14(木)・ 9/15(金) 

② 10/10(火)・10/11(水) 

③ 11/16(木)・11/17(金) 

④ 11/21(火)・11/22(水) 

予定人員 県８０人・市町村８０人（各回 県２０人・市町村２０人） 

学    習    計    画 

日程 カリキュラム 
時間数 

内    容 
時 分 

１日 

9:00 

～  

16:30 

相手に応じた伝え方・聞き方 
 
相手の意図を汲み、理解する聞き
方・要約 
 
真意を引き出す質問 
 
行政職員に「説明力」が問われる
理由 
 

6 30 ・安心と信頼を与える聞き方 
 
・正確に聞き取る上で障害になるもの 
・要約のフレーム 
 
・質問の目的を考える 
 
・納得させることを視野に入れた説明 
・聞き手に依存する話し手の存在 
 

 

２日 

9:00 

～  

16:30 

分かりやすい説明の基本 
 
 
説明の効果を高める実践スキル 
 
 
 
まとめ 

6 30 ・話す前提を整える説明の基礎条件 
・話を構成する上で大切な４つのポイント 
 
・予告、具体例、強調、三角ロジック、冒頭戦

略等 
・状況対応説明トレーニング 

特記事項 

・事前課題があります。 

・県職員：人事委員会事務局が実施する主査級昇任試験の受験要件となる選択研修です。

県職員のみ受講後は研修効果確認レポートの提出が必要です。 

 

 



 

階層別選択研修（共同）        

研修名 

中級【コミュニケーション分野】 受講者の声 

ダイバーシティ推進 

～外国人、ＬＧＢＴＱ、障害者等 

 すべての人々との共生社会のために～ 

ダイバーシティという言葉にここまで深い意味があ

り考えるべきことがあるのだと感じられ、多分野にお

いて今後の課題が発見できました。ただ業務をこなす

のではなく、幅広い視野を持って課題解決しながら仕

事をしようという良いモチベーションが持てました。 

講 師 
一般財団法人ダイバーシティ研究所 

代表理事 田村
た む ら

 太郎
た ろ う

  

実施日数・時間 計３時間程度 

手 法 動画研修 

会 場 各所属ほか 

市町村研修コード 224 

ねらい 
外国人、ＬＧＢＴＱ、障害者等をはじめとした方々の多様な価値観について理解を深め、

地域や組織におけるダイバーシティの推進について学びます。 

対象者 

【県】次のいずれかに該当する職員 

 ・令和２年４月１日以前に採用された主事・技師・主任級の職員 

 ・令和４年４月１日以前に採用された主事・技師・主任級の職員で、 

  令和５年４月１日現在２５歳以上の職員 

  なお、追加募集を行う場合は、上記以外で受講を希望する職員について職位を問わず 

 対象者とする。 

【市町村】主任級以下の職員 

なお、上記以外で受講を希望する職員については、職位を問わず対象者とする。 

ただし、応募者が多数の場合は、主事・技師・主任級の職員を優先する。 

実施日 研修生に別途通知 

予定人員 県１００人・市町村１００人 

学    習    計    画 

カリキュラム 
動画時間数 

内    容 
時 分 

「ちがい」に寛容な社会が求められる理由

    

 

地域におけるダイバーシティ推進の意義 

 

 

 

知っておきたい分野別の取り組み 

 

 

ダイバーシティに配慮した住民施策と 

コミュニケーション 

 

組織におけるダイバーシティ推進の意義 

 

 

ダイバーシティを活かした組織運営の 

方法と課題  

 

3 00 ・「ダイバーシティ」とは？ 

・持続可能な社会の形成とダイバーシティ 

 

・持続可能な地域づくりとダイバーシティ 

・「排除」から「包摂」への転換をめざして 

・多様な担い手が活躍できる地域の重要性 

 

・障害者／セクシャルマイノリティ(ＬＧＢＴＱ)

／多文化共生 

 

・住民施策におけるポイント 

・コミュニケーションにおけるポイント、手法 

 

・持続可能な組織づくりとダイバーシティ推進 

・ダイバーシティ推進のための３つの視点 

 

・「２つの誤解」と求められる「３つの多様性」 

・異文化理解とコミュニケーションの視点 

・行政に期待される３つの側面 

特記事項 

・事前課題、事後課題があります。 

・県職員：人事委員会事務局が実施する主査級昇任試験の受験要件となる選択研修です。

県職員のみ受講後は研修効果確認レポートの提出が必要です。 

 



 

 

階層別選択研修（共同）        

研修名 

中級【業務改善分野】 受講者の声 

文書作成力向上 

～相手に伝わる文書を作成する～ 

細かいところまで詳しく解説していただき、質疑応

答も分かりやすく答えていただいたので、非常にあり

がたかったです。 

講 師 
（株）テラ・コーポレーション  

高橋
たかはし

 慈子
し げ こ

  

実施日数・時間 ２日間 

手 法 オンライン研修 

会 場 各所属ほか 

市町村研修コード 225～228 

ねらい 
 価値ある情報を的確に収集・分析し、誰もが分かりやすく、伝わるように整理された文書

を作成するための知識・技術を学びます。 

対象者 

【県】次のいずれかに該当する職員 

 ・令和２年４月１日以前に採用された主事・技師・主任級の職員 

 ・令和４年４月１日以前に採用された主事・技師・主任級の職員で、 

令和５年４月１日現在２５歳以上の職員 

【市町村】主任級以下の職員 

実施日 
①  8/28(月)・ 8/29(火) ② 10/ 2(月)・10/ 3(火) 

③ 11/16(木)・11/17(金) ④ 12/ 7(木)・12/ 8(金) 

予定人員 県８０人・市町村８０人（各回 県２０人・市町村２０人） 

学    習    計    画 

日程 カリキュラム 
時間数 

内    容 
時 分 

１日 

9:00 

～  

16:30 

業務で求められる「文章力」とは 

 

文章力の自己評価 

 

 

ロジカルな情報のまとめ方 

 

図解とグラフで情報を視覚化す

る 

6 30 ・ビジネス文書とメール作成のポイント 

 

・要約文作成から自分の強みと課題を確認す

る 

 

・ロジカルな情報整理の仕方 

 

・図解を用いた読みやすい文書作成のコツ 

２日 

9:00 

～  

16:30 

整理した情報を文書化する 
 

読み手と目的に合わせた書き方 
 

簡潔に、わかりやすく伝える 
 

視覚化して読みやすくする 

 
共感を高めるライティング技術 

6 30 ・メモを取るコツ、文書化する方法 

 

・「広報」文書の役割と構成 

 

・読み手に明確に伝わる文章の書き方 

 

・読みやすくなる文書のレイアウト 
 
・読み手のユーザー体験を高める文章表現 

特記事項 

・ワードを使用できるパソコンを受講生１人につき１台、必ず御用意ください。 

・県職員：人事委員会事務局が実施する主査級昇任試験の受験要件となる選択研修です。 

県職員のみ受講後は研修効果確認レポートの提出が必要です。 

 

  



 

 

階層別選択研修（共同）        

研修名 

中級【業務改善分野】 おすすめポイント 

全体最適の課題解決手法を学ぶ 

～ボトルネックを探せ！～ 

 座学に留まらない実践的な課題解決手法を学べる

研修です。問題を構造的に分析し、その根本原因＝ボ

トルネックを探し、そこに注力することで課題を解決

していくという一連の流れを学びます。 

各グループに専門技術を持ったファシリテーター

が付き、研修生をしっかりサポートします。 

講 師 
NPO法人全体最適の行政マネジメント研究会 

伊原
い は ら

 洋輔
ようすけ

 ほか 

実施日数・時間 ３日間 

手 法 通所研修 

会 場 自治人材開発センター 

市町村研修コード 229 

ねらい 

県や市町村が直面する行政課題を解決する政策（事務事業）を企画し、実行できる職員

となるため、部分的な解決ではなく全体を最適化して高いパフォーマンスを発揮する「全

体最適」の課題解決手法を演習を通して習得し、実践的に学びます。 

対象者 

【県】次のいずれかに該当する職員 

 ・令和２年４月１日以前に採用された主事・技師・主任級の職員 

 ・令和４年４月１日以前に採用された主事・技師・主任級の職員で、 

  令和５年４月１日現在２５歳以上の職員 

【市町村】主任級以下の職員 

実施日 7/25(火)・7/26(水)・8/25(金) 

予定人員 県１０人・市町村１０人  

学    習    計    画 

日程 カリキュラム 
時間数 

内    容 
時 分 

１日 

9:00 

～  

16:30 

導入 

 

論理的に考える力をつける 
問題を定義する 

目的を明確にする 

ボトルネック（根本問題）を探す 

6 30 ・全体最適の考え方 

・全体最適を実現する｢制約理論｣ 

・論理的思考ツール｢ブランチ｣ 

・問題を定義する必要性とその方法 

・目的と指標の明確化の方法 

・ボトルネックの探し方 

２日 

9:00 

～  

16:30 

ボトルネックの解決策を検討する 

解決策の目標を明確にする 

 

段取り八分の工程表を作成する 

 

6 30 ・ボトルネックに存在するジレンマの解消方法 

・目標の明確化とその手法｢ODSC｣ 

 

・プロジェクトマネジメントにおける工程表の

要素と必要性 

実践期間 

（約１か月） 

・研修生が自らの職場で課題に取り組む 
（ｵﾝﾗｲﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾂｰﾙを活用し、研修生同士の情報交換ができるようにする。 

また、講師も参加し、質問や相談に対応するなど、職場での実践に伴走する。） 

３日 

9:00 

～  

16:30 

実践結果を振り返る 

（講評：明治大学公共政策大学院 

 教授 田中
た な か

 秀明
ひであき

） 

政策課題を分析する 

6 30 ・研修生同士での発表及びフィードバック 

・更なる実践へのステップアップ 

 

・本研修で学んだことを活用した、特定の政策

課題の分析 

・結果の発表及びフィードバック 

特記事項 

・県職員：人事委員会事務局が実施する主査級昇任試験の受験要件となる選択研修です。

県職員のみ受講後は研修効果確認レポートの提出が必要です。 

 

 



 

 

階層別選択研修（共同）        

研修名 

中級【業務改善分野】 受講者の声 

事務ミス防止研修 

事務ミスが起こる要因や具体的な解決方法を学ぶ

ことができ、また、他自治体の職員の方々とディスカ

ッションを通して情報交換することができたため大

変有意義でした。 

講 師 

（株）インソース 

 木元
き も と

 栄子
え い こ

  

実施日数・時間 １日間 

手 法 オンライン研修 

会 場 各所属ほか 

市町村研修コード 230～232 

ねらい 

職場で起こり得る事務ミスの種類と発生要因を理解し、防止のための仕組みや工夫など

具体的な対策法を学ぶことで業務効率を向上させるとともに、自律型職員の育成を目指し

ます。 

対象者 

【県】次のいずれかに該当する職員  

・令和２年４月１日以前に採用された主事・技師・主任級の職員  

・令和４年４月１日以前に採用された主事・技師・主任級の職員で、  

令和５年４月１日現在２５歳以上の職員  

【市町村】主任級以下の職員 

実施日 ① 9/5(火) ② 10/11(水) ③ 11/2(木) 

予定人員 県６０人・市町村６０人（各回 県２０人・市町村２０人） 

学    習    計    画 

日程 カリキュラム 
時間数 

内    容 
時 分 

１日 

9:00 

～  

16:30 

ミス防止の考え方 

 

ミスが起きやすいポイントの見

つけ方 

 

ミス防止のための適正なチェッ

クとは 

 

ミス防止のための仕組みとしか

け 

 

実際の業務におけるミス防止を

考える 

 

ミス防止のための計画作成 

 

自動化（ＲＰＡ）を見越した仕事

の見える化 

 

6 30 ・ミスの種類と要因 
 
・仕事の流れの整理 
・仕事の流れの検証 
 
 
・チェックリスト作成の原則 
・チェックした後の動きを明確にする 
 
 
・業務見直しの考え方 
・仕組み・しかけの工夫 
・ミスに事前に気づくための工夫 
 
・対策案の検討 
 
 
・計画作成におけるポイント 
・計画実施時の注意点 
 
・効率化の選択肢としての自動化（ＲＰＡ） 

・ＲＰＡの活用事例の紹介 

特記事項 

・県職員：人事委員会事務局が実施する主査級昇任試験の受験要件となる選択研修です。

県職員のみ受講後は研修効果確認レポートの提出が必要です。 

 

 



 

 

階層別選択研修（共同）        

研修名 

中級【業務改善分野】 受講者の声 

ロジカルシンキング・ 

効率的な業務の進め方 

論理的な思考方法の身に付け方を学ぶのに大変役

に立ちました。また、効率的に業務を遂行していくた

めに、即実践できるスキルを多数習得することができ

ました。 

講 師 

一般社団法人 日本経営協会 

藤原
ふじわら

 貴也
た か や

 

実施日数・時間 ２日間 

手 法 通所研修 

会 場 自治人材開発センター 

市町村研修コード 233～234 

ねらい 

住民や上司に対して納得感のある説明や、自ら企画提案を行っていく上でも必要なスキ

ルであるロジカルシンキングを学びます。また、業務の進め方や時間の使い方を見直すこ

とで、業務効率の向上を目指します。 

対象者 

【県】次のいずれかに該当する職員 

・令和２年４月１日以前に採用された主事・技師・主任級の職員 

・令和４年４月１日以前に採用された主事・技師・主任級の職員で、 

令和５年４月１日現在２５歳以上の職員 

【市町村】主任級以下の職員 

実施日 ① 10/23(月)・10/24(火) ② 12/4(月)・12/5(火) 

予定人員 県４０人・市町村５０人（各回  県２０人・市町村２５人） 

学    習    計    画 

日程 カリキュラム 
時間数 

内    容 
時 分 

１日 

9:00 

～  

16:30 

ロジカルシンキングを高める 

 

 

 

 

 

 

ロジカルシンキングを活用した

総合演習 

6 30 ・ロジカルシンキングの効用と基本構造 

・ロジカルシンキングのツールを学ぶ① 

演繹法／帰納法／ＭＥＣＥ 

・ロジカルシンキングのツールを学ぶ② 

 ロジックツリー／マトリックス 

・原因分析及び解決策の検討 

・ロジカルシンキングに必要な３つの考え方 

２日 

9:00 

～  

16:30 

効率的な業務の進め方 

 

 

 

ロジカルシンキングと効率的な

業務の進め方の応用 

 

 

問題発見力を高める 

 
 
まとめと行動計画作成 

6 30 ・目的・目標・手段の違いを知る／ＰＤＣＡ 

・効果的・効率的な段取りの立て方、時間の使

い方／話し方 等 

 

・業務改善（問題解決）の手順 

 （問題の明確化／真因の探求／改善策の立案

／改善策の実行／改善策の評価・改善） 

 

・問題発見の重要性 

・問題発見に有効な考え方 

 
・仕事の進め方の特徴や傾向の把握 

特記事項 

・県職員：人事委員会事務局が実施する主査級昇任試験の受験要件となる選択研修です。  

県職員のみ受講後は研修効果確認レポートの提出が必要です。 

 

 



 

 

階層別選択研修（共同）        

研修名 

中級【業務改善分野】 受講者の声 

マルチタスク対応力向上

トレーニング 

優先順位の決め方や方針の具体的な形成方法を分

かり易く理解することができました。適宜グループワ

ークや個人ワークも混ぜながら講義が進められたの

で集中力を維持したまま受講できました。 

講 師 
（株）インバスケット研究所 

丸山
まるやま

 広大
こうだい

 

実施日数・時間 １日間 

手 法 通所研修 

会 場 自治人材開発センター 

市町村研修コード 235～236 

ねらい 
限られた時間の中で様々な業務を遂行するに当たって、組織としての優先順位付けや問

題解決などのスキルの向上を図ります。 

対象者 

【県】次のいずれかに該当する職員 

・令和２年４月１日以前に採用された主事・技師・主任級の職員 

・令和４年４月１日以前に採用された主事・技師・主任級の職員で、 

   令和５年４月１日現在２５歳以上の職員 

【市町村】主任級以下の職員 

実施日 ① 11/10(金) ② 11/17(金) 

予定人員 県４０人・市町村４０人（各回 県２０人・市町村２０人） 

学    習    計    画 

日程 カリキュラム 
時間数 

内    容 
時 分 

１日 

9:00 

～  

16:30 

オリエンテーション 
 
 
演習問題 
 
 
 
優先順位の設定の基礎知識 
 
 
重要度と緊急度 
 
 
 
 
問題解決力の習得 
 
 
 
 
 

 

6 30 ・基礎知識やプロセスの考え方 
 
 
・問題集を使用して、案件の緊急性、重要性、

優先順位と案件処理を考える 
 
 
・優先順位をつける必要性 
 
 
・パレートの法則 
・緊急度・重要度の２つの軸 
・重要度を影響度に置き換える 
 
 
・問題解決プロセス、ポイント 
（見える問題・見えない問題） 
・意思決定力の種類・対人関係能力 
 
 

 

特記事項 

・県職員：人事委員会事務局が実施する主査級昇任試験の受験要件となる選択研修です。

県職員のみ受講後は研修効果確認レポートの提出が必要です。 

 

 

 



 

 

階層別選択研修（共同）        

研修名 

中級【業務改善分野】 受講者の声 

業務に活かす 

セルフマネジメント 

自分自身と向き合う良い機会になりました。また、

心と体とのバランスがいかに大切かを痛感したため、

物事の捉え方を変え、少しでも自分の心の重荷を増や

さないように心がけていきたいと思います。 

講 師 

ビヨンドザボーダー（株） 

          安藤
あんどう

 亘
わたる

  

実施日数・時間 １日間 

手 法 通所研修 

会 場 自治人材開発センター 

市町村研修コード 237～239 

ねらい 
ストレスコーピングなどストレスマネジメントの手法を学び、業務をより良く遂行して

いくためのマインドを身に付けます。 

対象者 

【県】次のいずれかに該当する職員 

・令和２年４月１日以前に採用された主任級以下の職員 

・令和４年４月１日以前に採用された主任級以下の職員で、 

令和５年４月１日現在２５歳以上の職員 

【市町村】主任級以下の職員 

実施日 ① 8/16(水) ② 10/18(水) ③ 12/5(火) 

予定人員 県７５人・市町村４５人（各回 県２５人・市町村１５人） 

学    習    計    画 

日程 カリキュラム 
時間数 

内    容 
時 分 

１日 

9:00 

～  

16:30 

ウォームアップ・自分を表現する 

 

 

ストレスとは 

 

 

ストレスマネジメント 

 

 

ストレスコーピングスキルアッ

プ 

 

レジリエンススキルアップ 

 

 

 

モチベーションアップのために 

 

今後に向けて 

6 30 ・ＳＣＴ（文章完成法）を用いて「自分」をう

まく表現する 

 

・ストレス発生のメカニズム 

・自分自身のストレスの発生原因 

 

・対人関係におけるコミュニケーションの癖を

把握し、自分の活かし方をつかむ 

 

・ストレスの受け止め方を変える方法 

・自分にあったストレス解消法 

 

・セルフトークの実践 

・ＳＳＴ（ソーシャルスキルトレーニング）体

験 

 

・「受身から主体へ」の思考転換 

 

・「気づき」と「行動目標」の意識化・明確化 

特記事項 

・事前課題があります。 

・県職員：人事委員会事務局が実施する主査級昇任試験の受験要件となる選択研修です。 

県職員のみ受講後は研修効果確認レポートの提出が必要です。 

 

 



 

 

階層別選択研修（共同）        

研修名 

中級【業務改善分野】 おすすめポイント 

プログラミング的思考を学ぶ 

プログラミング的思考とはなにかを、個人・グループで

の演習を通じて体験的に学び実践できる研修です。初心者

用のプログラミングツールを実際に操作しながら、考えを

論理的に組み立て、効率的にまとめるための思考方法を身

につけることができます。 

講 師 
一般社団法人 日本経営協会 

 林
はやし

 晃
あきら

  

実施日数・時間 １日間 

手 法 オンライン研修 

会 場 各所属ほか 

市町村研修コード 240～241 

ねらい 
最適な方法で課題を解決に導く思考法を学ぶために、簡単なプログラミングツールを使用し

て解決までの順序やポイントを学び、論理的かつ効率的に考える力を身につけます。 

対象者 

【県】次のいずれかに該当する職員 

・令和２年４月１日以前に採用された主事・技師・主任級の職員 

・令和４年４月１日以前に採用された主事・技師・主任級の職員で、 

令和５年４月１日現在２５歳以上の職員 

【市町村】主任級以下の職員 

実施日 ① 9/6(水) ② 11/15(水) 

予定人員 県４０人・市町村４０人（各回 県２０人・市町村２０人） 

学    習    計    画 

日程 カリキュラム 
時間数 

内    容 
時 分 

１日 

9:00 

～  

16:30 

プログラミング的思考とは何か 

 

 

 

Scratch入門 

 

 

 

論理的に行動を考える 

 

 

 

アルゴリズムを考案する 

 

 

 

 

システムを論理的に考察する 

 

 

架空の並列するシナリオを分析

する 

 

6 30 ・プログラミング的思考について 

・プログラミングとはどんなものか、開発に携わる

人の役割や流れなど一般的な基礎知識を学ぶ 

 

・プログラミングツール「Scratch」について 

・Scratchの基本操作 

・Scratchを使ったプログラミング入門 

 

・迷路を抜ける方法を論理的に考える 

・Scratchで簡単なスクリプトを作成し、アプリ化

するプログラミング体験 

 

・アルゴリズムという考え方を学ぶ 

・変数、条件分岐、繰り返しについて 

・アルゴリズムをScratchで実現するスクリプトを 

作成 

 

・なじみ深いアプリの動作を外から予想 

・物事を外から見て分析、検討する方法を学ぶ 

 

・少し複雑なケースを分解して論理的に組み直す 

・状態遷移と状態の見える化 

・登場人物（役割）への注目 

特記 

事項 

・県職員：人事委員会事務局が実施する主査級昇任試験の受験要件となる選択研修です。 

県職員のみ受講後は研修効果確認レポートの提出が必要です。 

 


